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事業実施計画書 
 

所在地 

団体名 

代表者名 

静岡県静岡市葵区駿府町 1-70 静岡県総合社会福祉会館 4階 

一般社団法人 静岡県介護福祉士会 

水野公智 

事業名称 介護福祉士ファーストステップ研修教材集開発事業 

事業の概要 

（400 字以内） 

今般の介護報酬改定により、介護職員処遇改善加算の算定

要件のひとつである職場環境等要件の中で、研修受講支援の

対象に介護福祉士ファーストステップ研修が位置付けられ

たことを受け、同研修の標準化・効率的実施を促進する目的

で、介護福祉士ファーストステップ研修ガイドラインに基づ

いた教材資料集の開発を行う事業。 

事業の区分 

（該当する項目に〇） 

 
1） 募集型事業 

 
2） 提案型事業 
① 全国に普及することが望まれる新たな着眼点のある事業 
② 既存の独自性がある取組みの効果を検証する事業 
③ その他の事業（                 の事業） 

※①～③の場合、上記の目的に合致すると判断した理由 

介護福祉士ファーストステップ研修は、上記事業概要で記載の
通り重要な研修であり、更には当会においては介護福祉士
の上位（認定介護福祉士）を取得するためにも修了を必須
としているところである。教材資料により、今後実施する
県及び既に実施している県においてもサポートになると考
えられると判断したため。 

事業実施期間 令和 6 年 8 月〜令和 7 年 3 月 

事業実施体制 

 

 

介護福祉士ファーストステップ研修サブテキスト検討委員会 

・委員長 1 名（静岡県介護福祉士会 会長） 

・委員  内部有識者9名 

    外部有識者１名 

・事務局員2名(常勤2名) 

事業対象者 特定の対象を想定していない 

事業の目標・効果 

（600 字以内） 

 

 

〈目標〉 

教材開発に当たっては、ガイドラインの内容に沿ってケア領

域 4 科目を整理、検討し教材開発する。 

〈効果〉 

成果物として、対象とした科目での講義ポイントおよび留意

点を整理した教材集を全国都道府県会で共有する(次年度)  

目標達成のために 

講じる措置 

（500 字以内） 

 

・介護福祉士ファーストステップ研修教材開発検討委員会立

ち上げる。 

・全国で実施している教材「ケア領域」4科目を現在、介護福

祉士ファーストステップ研修を実施している都道府県介護

福祉士会に趣旨を説明しシラバス・資料等を提供して頂
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き、対象とする科目において講義を促進させるための「ポ

イント及び留意点」を教材集として示すこと。 

・介護福祉士ファーストステップ研修で使用されている講

義資料をガイドラインに照らし合わせ、介護人材育成に今後

求められる背景を踏まえて整理、検討、作成する。 

事業実施スケジュール 

 

 

 

令和 6 年 7 月 

・ファーストステップ研修の教材開発検討委員会を立ち上げ 

 作成委員会を３チーム（参照①）に分ける。 

・全国で実施している教材「ケア領域」4科目を集める 

※著作権等で提供いただける範囲に限られる 

 7月1週  実施県へ情報提供依頼をする 

 7月4週  再度依頼をする 

・委員会開催は月 1 回程度とする。 

 

令和 6 年 8 月〜令和 6 年 12 月 

（下記内容の実施期間とする） 

各チームに分かれて科目の教材開発検討を進める    

・整理、検討、作成する科目を分担（参照②）する。 

・ファーストステップ研修のガイドラインを踏まえて教材の

内容の整合性の確認、整理をする。 

・整理後、その教材の講義ポイント及び留意点の検討、精査

をする。 

・各科目、4パターン程度、講義ポイント及び留意点含めた教

材作成していく。 

※必要に応じてオブザーバーに意見を求める。 

 

 

令和7年1月〜令和7年2月 

・各チーム作成した教材が講義を促進するものとなっている

かを教材開発検討委員会全体で再検討し、各チーム修正作

業をしていく。 

※この期間で必要に応じて対面での打合せも行う

こととする。（2 回を想定） 

 

令和7年3月 

・開発した教材及び事業実施報告書を作成、提出する。 
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参照① 

チームA 委員3名  

チームB  委員3名  

チームC 委員3名  

全体オブザーバー1名、委員長1名 

 

参照② 

チームA 

〈科目〉 

・利用者の全人性、尊厳の実践的理解と展開 

・介護職の倫理の実践的理解と展開 

チームB 

〈科目〉 

・コミュニケーション技術の応用的な展開 

チームC 

〈科目〉 

・ケア場面での気づきと助言 

備考 

 

 

 

全国で実施している教材「ケア領域」4 科目を集める際、ス

ムーズに本事業が行えるよう日本介護福祉士会に協力を仰

ぐこととする。 

 


